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研究シーズの概要  

電波が水によって減衰する特性を利用して，地中に含まれている水分量を電波の受信電力の変化から推定するシステ

ムの構築を目指しています．基礎的な検討段階として 920MHz 帯電波の受信電力の変化と地中の土壌水分量の変

化の関係を数ヶ月単位の測定から明らかにしています． 

研究シーズの詳細  

◆長期間の受信電力の変化と土壌水分量の測定 

・学内のグラウンドにおいて，地中に設置した送信端末

から空中の受信端末まで 920MHz 帯電波を送信した

際の減衰量（受信電力）の変化を測定しました． 

・設置場所に応じて太陽光パネル・PoE 等を用いて長

期間安定的に動作する計測システムを構築していま

す． 

◆結果◆  

・測定の結果から，土壌水分量が増加すると減衰量が大き

くなることを確認しました[1] 

・地中の土壌水分量の不均一さに起因する減衰量の変化も

確認しています．現在，不均一さに対応できるように改良

中です． 

[1] 小林 真, 岡本 真美, 向保 一輝, 新 浩一, 西 正

博. 920MHz 帯電波による土砂災害センシングを目指した

土壌水分量にともなう電波減衰特性に関する検討. 電子

情報通信学会論文誌 C, Vol. J106-C, No. 11, Nov. 

2023. 

応用例・セールスポイント  

本研究の応用例は以下のとおりです． 

◆ 土砂災害危険地域における土壌水分量センサの省コスト化・大量設置 

◆ 田畑における簡易で安価な土壌水分量センシングの実現 

◆ センサ端末の通信の「ついで」に土壌水分量を測定するシステムの実現 

既存の土壌水分量センサよりも低コストで大量設置が可能になるシステムの実現を目指しています．現時点では，大

学構内のグラウンドでの限定的な結果ですが，受信電力の変化から土壌水分量を推定できる可能性を示しています．

山間地域・田畑での測定を進めて，様々な環境で利用できるシステムの実現を目指しています． 
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